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1.イネ属短細胞珪酸体(SD33-li覆 土)
3.ススキ属短細胞珪酸体(SD33-1;覆 土)
5イネ属機動細胞珪酸体(SD33-1;覆 土)
7イネ属短細胞列(S卜12カマドB灰層)
9ススキ属短細胞列(SI-12カマドB灰層)

1.ブナ属(SK7州 o.1)
a;木 日,bi柾 目,ci板 目

(1-3) (4-9)

2ヨシ属短細胞珪酸体(SD33-1;覆 土)
4イチゴツナギ亜科短細胞珪酸体(SD33-1;覆 土)
6.クマザサ属機動細胞畦酸体(SD33-1;覆 土)
8イネ属機動細胞珪酸体(SI-12カマドB灰層)
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所収遺跡名 れ圭房」 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

上新保遺跡

集落跡
田 畑

奈良

平安

竪穴住居 17
掘立柱建物 3
畑跡

土師器・須恵器・

鉄器 (紡錘車ほ

か)・ 石器 (砥石)

竪穴住居の重複が

著しい。

集落跡 中世

土坑
溝
ピット

珠洲 13～ 15世紀代の集落

要 約

古代及び中世の遺物・遺構が存在する。古代では 8～ 10世紀初頭の集落と 10
世紀以降の耕作地 (畑 )が検出された。集落は竪穴住居 17棟と掘立柱建物 3棟
等が存在し、遺物は土師器・須恵器などの遺物の他に転用硯が存在する。
転用硯は墨書土器の出土が無いにもかかわらず、7点出上しており、識字層の
存在が予想される。耕作地は調査区全面に広がるが、経営主体がどのようなもの
かの解明が今後の課題である。
中世では土坑を中心に検出され、周辺に集落が展開していたことを予測させる。
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